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母親委員会だより  『ひだまりおかあさん』 
 

 11 月 5 日(火)に第 4 回研修会「DNA 型鑑定」の講演会が行われました。 
講師には静岡県警察本部科学捜査研究所所長の松山祐司氏・法医学課長の地本正彦氏を 
お迎えして、科学捜査の紹介と「DNA 型鑑定」の講演をしていただきました。 
各校から第２ブロック母親委員２１名が参加し、約１時間に渡りお話を伺いました。 
 
☆ 科学捜査研究所は“捜査”という単語があり、またテレビドラマの影響で鑑識課などと

同じく現場捜査をする部署と思われていますが、実際には現場での捜査はせず純粋な研

究のみを行い、「自然科学と社会科学の原理と技術を犯罪捜査に適用し、裁判官が法廷

において有罪か無罪かを裁定するために貢献する研究と学問」と定義されています。ひ

とつの物からいかにしてより多くの情報を得るかが大切だそうです。 
☆ 静岡県では 1948 年に県警の鑑識課に法医学係が設けられ、1995 年から“DNA 型 

鑑定“が行われています。 
☆ 人間の発生過程において、人の受精卵一個が分裂を繰り返し約 60 兆個の細胞とな           

りますが、どの細胞の DNA も同じで一生変わりません。DNA は安定した物質であり

個人・男女の識別に利用できます。人の DNA には短い塩基配列が繰り返されている部

分があり、「DNA 型鑑定」その回数を調べ鑑定の“型”として表現しています。 
 
★ お話を伺い、テレビドラマのように行動する科捜研の印象と異なり、細かい検査を地道

に繰り返し行って、その正確な情報が私たちの生活の安全・安心を守る為に、警察の仕

事に生かされている事を知りありがたく思いました。またその鑑定結果が一致するのは

4,７兆人に一人…等、精確でその技術の高さに驚かされました。 
 
 
お忙しい中、私たちの為に貴重なお時間をいただきありがとうございました。 
関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。 
 






